
経口抗真菌剤
処方箋医薬品

（イトラコナゾールカプセル）

２０１６年１０月

改 訂 後 改 訂 前

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）

１）ピモジド、キニジン、ベプリジル、トリアゾラ

ム、シンバスタチン、アゼルニジピン、ニソル

ジピン、エルゴタミン、ジヒドロエルゴタミ

ン、エルゴメトリン、メチルエルゴメトリン、

バルデナフィル、エプレレノン、ブロナンセリ

ン、シルデナフィル（レバチオ）、タダラフィル

（アドシルカ）、アスナプレビル、バニプレビ

ル、スボレキサント、イブルチニブ、アリスキ

レン、ダビガトラン、リバーロキサバン、リオ

シグアトを投与中の患者（「相互作用」の項参照）

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）

１）ピモジド、キニジン、ベプリジル、トリアゾラ

ム、シンバスタチン、アゼルニジピン、ニソル

ジピン、エルゴタミン、ジヒドロエルゴタミ

ン、エルゴメトリン、メチルエルゴメトリン、

バルデナフィル、エプレレノン、ブロナンセリ

ン、シルデナフィル（レバチオ）、タダラフィル

（アドシルカ）、アスナプレビル、バニプレビ

ル、スボレキサント、アリスキレン、ダビガト

ラン、リバーロキサバン、リオシグアトを投与

中の患者（「相互作用」の項参照）

お知らせ文書№１６‐４６―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。―

大阪市淀川区宮原５丁目２‐３０
T E L ：０６（６１０５）５８１６

使用上の注意改訂のお知らせ

この度、厚生労働省医薬・生活衛生局安全対策課長通知（平成２８年１０月１８日付）等に基づき、下記のとおり使用上

の注意を改訂致しますので、お知らせ申し上げます。

今後のご使用に際しましては、下記の内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。

記

�改訂内容（ 部：通知に基づく改訂箇所、 部：自主改訂箇所）

（次頁につづく）
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改 訂 後 改 訂 前

【使用上の注意】

１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

５）ワルファリンを投与中の患者（「重要な基本的注

意」、「相互作用」の項参照）

２．重要な基本的注意

４）本剤とワルファリンとの併用において、ワルファ

リンの作用が増強し、著しいINR上昇を来した症

例が報告されている。本剤投与開始にあたって

は、あらかじめワルファリン服用の有無を確認

し、ワルファリンと併用する場合は、プロトロン

ビン時間測定及びトロンボテストの回数を増やす

など慎重に投与すること（「相互作用」の項参照）。

３．相互作用

本剤は、主に肝チトクロームP４５０３A４（CYP３A４）

によって代謝される。また、本剤は、CYP３A４及び

P糖蛋白に対して阻害作用を示す。他の薬剤との相

互作用はすべての薬剤との組み合わせについて検討

されているわけではないので、他剤による治療中に

新たに本剤を併用したり、本剤による治療中に新た

に他の薬剤を併用する場合には、患者の状態を十分

観察し、慎重に投与すること。また、本剤投与終了

後の血漿中薬物濃度は、本剤の投与量及び投与期間

に応じて徐々に低下するため、本剤によって代謝が

影響される薬剤の投与開始に際しては患者の状態を

十分に観察し、慎重に投与すること。なお、パルス

療法中の患者において休薬期間中に新たに他の薬剤

を併用する場合にも、患者の状態を十分に観察し、

慎重に投与すること。

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

イブルチニブ

（イムブルビカ）

イブルチニブの血

中濃度が上昇し、

副作用が増強され

るおそれがある。

本剤のCYP３A４

に対する阻害作

用により、これ

らの薬剤の代謝

が阻害される。

１）併用禁忌（併用しないこと）

【使用上の注意】

１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

〈該当項目なし〉

２．重要な基本的注意

〈該当項目なし〉

３．相互作用

本剤は、主に肝チトクロームP４５０３A４（CYP３A４）

によって代謝される。また、本剤は、CYP３A４及び

P糖蛋白に対して阻害作用を示す。他の薬剤との相

互作用はすべての薬剤との組み合わせについて検討

されているわけではないので、他剤による治療中に

新たに本剤を併用したり、本剤による治療中に新た

に他の薬剤を併用する場合には、患者の状態を十分

観察し、慎重に投与すること。また、本剤投与終了

後の血漿中薬物濃度は、本剤の投与量及び投与期間

に応じて徐々に低下するため、本剤によって代謝が

影響される薬剤の投与開始に際しては患者の状態を

十分に観察し、慎重に投与すること。なお、パルス

療法中の患者において休薬期間中に新たに他の薬剤

を併用する場合にも、患者の状態を十分に観察し、

慎重に投与すること。

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

〈該当項目なし〉

１）併用禁忌（併用しないこと）
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改 訂 後 改 訂 前

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

併用により、下記の薬剤の血中濃度を上昇させるこ

とがあるので、併用する場合には、必要に応じて下記

の薬剤の投与量を減量するなど用量に注意すること。

ブプレノルフィ

ン

セレギリン

ガランタミン

モザバプタン

トルバプタン

エレトリプタン

サルメテロール

シクレソニド

フルチカゾン

アプレピタント

イミダフェナシ

ン

ソリフェナシン

トルテロジン

シロスタゾール

シナカルセト

エバスチン

サキナビル

ダルナビル

マラビロク

オキシブチニン

ドンペリドン

これらの薬剤の血

中濃度を上昇させ

ることがある。

・トルバプタンと

の併用が避けら

れない場合は、

トルバプタンの

減量あるいは、

低用量から開始

するなど用量に

注意すること。

・本剤とイミダ

フェナシンの併

用により、イミ

ダフェナシンの

Cmax及びAUC

がそれぞれ１．３２

倍及び１．７８倍増

加したとの報告

がある。

本剤のCYP３A４

に対する阻害作

用により、これ

らの薬剤の代謝

が阻害される。

ワルファリン ワルファリンの作

用が増強し、著し

いINR上昇があら

われることがある

（「重要な基本的注

意」の項参照）。

２）併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

併用により、下記の薬剤の血中濃度を上昇させるこ

とがあるので、併用する場合には、必要に応じて下記

の薬剤の投与量を減量するなど用量に注意すること。

ブプレノルフィ

ン

セレギリン

ガランタミン

モザバプタン

トルバプタン

エレトリプタン

サルメテロール

シクレソニド

フルチカゾン

アプレピタント

イミダフェナシ

ン

ソリフェナシン

トルテロジン

シロスタゾール

シナカルセト

エバスチン

サキナビル

ダルナビル

マラビロク

オキシブチニン

これらの薬剤の血

中濃度を上昇させ

ることがある。

・トルバプタンと

の併用が避けら

れない場合は、

トルバプタンの

減量あるいは、

低用量から開始

するなど用量に

注意すること。

・本剤とイミダ

フェナシンの併

用により、イミ

ダフェナシンの

Cmax及びAUC

がそれぞれ１．３２

倍及び１．７８倍増

加したとの報告

がある。

本剤のCYP３A４

に対する阻害作

用により、これ

らの薬剤の代謝

が阻害される。

ワルファリン ワルファリンの作

用を増強すること

がある。

２）併用注意（併用に注意すること）

☆ 改訂後の添付文書につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（http：／／www．pmda．go．jp）
および弊社の医療関係者向け情報サイト（http：／／med．sawai．co．jp）に掲載致しますので、併せてご参照下さい。
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